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ミッションの目的ミッションの目的

環境観測技術衛星環境観測技術衛星(ADEOS(ADEOS--ⅡⅡ))「みどり「みどりⅡⅡ」」は、は、

地球観測プラットフォーム技術衛星地球観測プラットフォーム技術衛星(ADEOS)(ADEOS)「み「み

どり」どり」 の観測ミッションを継続するとともに、の観測ミッションを継続するとともに、 地球地球

温暖化等のグローバルな地球環境変動メカニズ温暖化等のグローバルな地球環境変動メカニズ

ムの把握や、気象、漁業等への貢献を目的。ムの把握や、気象、漁業等への貢献を目的。

※※ADEOSADEOS--IIIIとはとはAdvanced Earth Observing Satellite Advanced Earth Observing Satellite ––IIIIの略称。の略称。
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「みどり「みどりⅡⅡ」の概要」の概要 ～主要諸元～～主要諸元～

外観・形状 ： 一翼式太陽電池パドルを有するモジュール方式
寸 法
衛星本体 ：約6m×4m×4m （X軸×Ｙ軸×Z軸）
太陽電池パドル ：約3m×24m

重 量 ： 3.68t うち搭載ミッション機器 1.23t
発生電力 ： 5,350W (寿命末期)
設計寿命 ： 3年 (燃料5年分搭載)
軌 道 ： 太陽同期準回帰軌道
高 度 ： 802.92km
軌道傾斜角 ： 98.62゜
周 期 ： 101 分
回帰日数 ： 4 日
降交点通過地方時 ： AM 10:30

打上げ場所 ： 種子島宇宙センター
打上げロケット ： H-IIAロケット4号機
打上げ日 ： 2002年12月14日
総予算額 ： 712億円（衛星開発費、ロケット製作費、打上げ費、追跡

管制システム開発、初期段階追跡管制費）
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「みどり「みどりⅡⅡ」の概要」の概要 ～軌道上外観図～～軌道上外観図～

GLIGLI
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ・ｲﾒｰｼﾞｬｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ・ｲﾒｰｼﾞｬ

IOCSIOCS
軌道間通信系軌道間通信系

AMSRAMSR--SENSSENS
高性能ﾏｲｸﾛ波放射計（ｾﾝｻﾕﾆｯﾄ）高性能ﾏｲｸﾛ波放射計（ｾﾝｻﾕﾆｯﾄ）

VMSVMS
視覚モニタ系視覚モニタ系

DTLDTL
局地ﾕｰｻﾞ送信系局地ﾕｰｻﾞ送信系

PDLPDL
太陽電池ﾊﾟﾄﾞﾙ系太陽電池ﾊﾟﾄﾞﾙ系

ILASILAS--ⅡⅡ

改良型大気周縁赤外分光計改良型大気周縁赤外分光計ⅡⅡ型型

C&DHC&DH
通信及びデータ処理系通信及びデータ処理系 SeawindsSeawinds--SASSAS

海上風観測装置（ｱﾝﾃﾅ部）海上風観測装置（ｱﾝﾃﾅ部）
POLDERPOLDER

地表反射光観測装置地表反射光観測装置

ESAESA
地球ｾﾝｻ地球ｾﾝｻ

ＤＴＤＴ
直接送信系直接送信系

ＤＤCSCS
ﾃﾞｰﾀ収集ｼｽﾃﾑﾃﾞｰﾀ収集ｼｽﾃﾑ

SeaWindsSeaWinds--SESSES
海上風観測海上風観測
装置（装置（RFRF部）部）

AMSRAMSR--CONTCONT
高性能ﾏｲｸﾛ波高性能ﾏｲｸﾛ波
放射計（制御部）放射計（制御部）

AOCSAOCS
姿勢軌道制御系姿勢軌道制御系

MDPMDP
ﾐｯｼｮﾝﾃﾞｰﾀﾐｯｼｮﾝﾃﾞｰﾀ
処理系処理系

+Z+Z

+Y+Y +X+X

地球方向地球方向
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「みどり「みどりⅡⅡ」の概要」の概要
～衛星バス部新規技術開発要素～～衛星バス部新規技術開発要素～

姿勢軌道制御（姿勢軌道制御（AOCSAOCS））系系
・GPSRによる姿勢精度の向上
＝ミッション機器の高分解能・高精度観測への対応
・リアクションホイールの大型化
＝回転型機器の増大に伴う残留トルク増加への対応

通信及びデータ処理通信及びデータ処理((C&DH)C&DH)系系
・USB/SSA共用トランスポンダの採用
・HK用半導体メモリレコーダの採用
＝ランダムアクセス、同時記録再生等の運用性の向上
・自動化コマンド数の増加
＝柔軟な運用計画への対応

太陽電池パドル（太陽電池パドル（PDLPDL））系系
・高効率太陽電池セルの採用による発生電力の増大
ADEOS ： 4.5KW → ADEOS-II ： 5.3KW
・ADEOS事故の反映

ミッションデータ処理（ミッションデータ処理（MDPMDP））系系
・CCSDSパケット多重化方式の採用
＝インタフェースの標準化
＝ミッション機器運用の自在化

光ディスクレコーダ（光ディスクレコーダ（ODRODR））の搭載の搭載
・高速大量データの記録再生実験

電源電源((EPS)EPS)系系
・50AH NiCdバッテリの採用(ADEOS：35AH)
＝機器の高度化に伴う消費電力の増大

モニタ機器の新規搭載（モニタ機器の新規搭載（ADEOSADEOS事故の反映）事故の反映）
・視覚モニタ（VMS）系
＝CCDカメラによる大型展開・回転構造物のモニタ
・パドル振動特性モニタ（DMS）系
＝PDLのテンション・ストロークモニタ
＝加速度モニタ
＝スタートラッカによる姿勢評価
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「みどり「みどりⅡⅡ」の概要」の概要 ～搭載ミッション機器～～搭載ミッション機器～

「みどり「みどりⅡⅡ」」は国際協力プロジェクトの一つであり、は国際協力プロジェクトの一つであり、ＪＡＸＡＪＡＸＡ
が開発したコアセンサの他、下記の国内外で開発されたが開発したコアセンサの他、下記の国内外で開発された
ミッション機器を搭載。ミッション機器を搭載。

JAXAJAXAが開発したコアセンサが開発したコアセンサ

AMSRAMSR (高性能マイクロ波放射計)：全地球規模の水循環・エネルギー循環を把握
GLIGLI (グローバル・イメージャ)：全地球規模の炭素循環や、気候変動を把握

他機関が開発したセンサ他機関が開発したセンサ

ILASILAS--IIII （改良型大気周縁赤外分光計II型）：極地・高緯度地域の大気微量成分の観測
環境省

SeaWindsSeaWinds （海上風観測装置）：海上風の風向風速の観測
NASA/JPL（米国航空宇宙局/ジェット推進研究所）

POLDERPOLDER （地表反射光観測装置）：地球表面や大気で反射される太陽光と偏光と
CNES（仏国立宇宙研究センター） その方向性の観測
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みどりみどりⅡⅡの概要の概要 ～開発スケジュール～～開発スケジュール～

19931993
(FY5)(FY5)

19941994
((FY6)FY6)

19971997
((FY9)FY9)

19961996
((FY8)FY8)

19991999
((FY11)FY11)

19981998
((FY10)FY10)

19951995
((FY7)FY7)

20012001
((FY13)FY13)

20002000
((FY12)FY12)

▲
PR

▲
CDR

マイルストーン

設計

開発ﾓﾃﾞﾙ

ﾌﾗｲﾄﾓﾃﾞﾙ

軌道上運用

▲
PDR

概念設計
予備設計

適合性設計 基本設計

詳細設計

▲
PQR

ユニットEM システムEM

ユニットPFM システムPFM

年度 20032003
((FY15)FY15)

20022002
((FY14)FY14)

4 7 10 1 4 7 10 1 4 7 10 1 4 7 10 1 4 7 10 1 4 7 10 1 4 7 10 1 4 7 10 1 4 7 10 1 4 7 10 1 4 7 10 1

20042004
(FY16)(FY16)

4 7 10 1

打上げ

初期C/O

校正・検証運用

定常運用

4 7 10 1

20052005
(FY1(FY1７７))

維持設計

射場作業

▲▲PSR

PR：プロジェクト移行前審査 PDR：基本設計審査 CDR：詳細設計審査
PQR：認定試験後審査 PSR：出荷前審査 C/O：チェックアウト
EM： エンジニアリングモデル PFM： プロトフライトモデル
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「みどり「みどりⅡⅡ」の概要」の概要 ～～開発体制～開発体制～

ADEOS-IIﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑ
【衛星開発】

C&DH,MDP
旧日本電気㈱

AOCS, PDL, DMS
旧㈱東芝

NEC東芝ｽﾍﾟｰｽｼｽﾃﾑ㈱

AMSR開発
三菱電機㈱

GLI開発
富士通㈱

SeaWinds
NASA/JPL

POLDER
CNES

ILAS-II
環境省

DCS共同開発
CNES

システム,IOCS,DT,DTL,
EPS,RCS,VMS

三菱電機㈱

DCS/NASDA分
開発・インテグレーション
旧日本電気㈱

NEC東芝ｽﾍﾟｰｽｼｽﾃﾑ㈱

JAXAJAXA

システム技術開発部
【衛星の追跡管制】

宇宙基幹システム本部
【H-IIAによる打上げ】

総合技術研究本部
【TEDAの開発】

宇宙利用推進本部

総合プロジェクトマネージャ

衛星開発担当衛星開発担当

担当メーカ担当メーカ

地球観測利用推進センター

【アルゴリズム開発】

【校正検証・解析研究】

【地上ｼｽﾃﾑの開発・運用】

【利用推進】

事業推進部
【プログラム管理】

⑥⑥開発体制開発体制

プライムメーカ
ユーザユーザ
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（参考）（参考）
「みどり「みどりⅡⅡ」と「みどり」の比較」と「みどり」の比較

主要諸元の比較主要諸元の比較

主要諸元

外観・形状

寸法 衛星本体
太陽電池パドル

重量

発生電力

設計寿命

軌道 種類
高度
軌道傾斜角
周期
回帰日数
降交点通過地方時

打上げ場所

打上げロケット

打上げ日

「みどりⅡ」

一翼式太陽電池パドルを有する
モジュール方式

約６ｍ×４ｍ×４ｍ
約３ｍ×２４ｍ

３．６８ｔ

５，３５０W（寿命末期）
３年

太陽同期準回帰軌道
８０２．９２Km
９８．６２度
１０１分
４日
AM１０：３０
種子島宇宙センター

Ｈ－ⅡＡロケット４号機

２００２年１２月１４日

「みどり」

一翼式太陽電池パドルを有する
モジュール方式

約６ｍ×４ｍ×４ｍ
約３ｍ×２４ｍ

３．５６ｔ

４，５００W（寿命末期）
３年

太陽同期準回帰軌道
７９６．８Km
９８．５９度
１０１分
４１日
AM１０：３０
種子島宇宙センター

Ｈ－Ⅱロケット４号機

１９９６年８月１７日



10

（参考）（参考）
「みどり「みどりⅡⅡ」と「みどり」の比較」と「みどり」の比較

搭載機器の比較搭載機器の比較

「みどりⅡ」

－

ＧＬＩ（グローバル・イメージャ）

ＡＭＳＲ（高性能マイクロ波放射計）

ＩＬＡＳ－Ⅱ（改良型大気周縁赤外分光計Ⅱ型）

－

－

ＳｅａＷｉｎｄｓ（海上風観測装置）

－

ＰＯＬＤＥＲ（地表反射光観測装置）

ＤＣＳ（データ収集システム）

「みどり」

ＡＶＮＩＲ（高性能可視近赤外放射計）

ＯＣＴＳ（海温海色走査放射計）

－

ＩＬＡＳ（改良型大気周縁赤外分光計）

ＲＩＳ（地上・衛星間レーザ長光路
吸収測定用リトロリフレクター）

ＩＭＧ（温室効果気体センサ）

ＮＳＣＡＴ（ＮＡＳＡ散乱計）

ＴＯＭＳ（オゾン全量分光計）

ＰＯＬＤＥＲ（地表反射光観測装置）

－

ＪＡＸＡ

ＪＡＸＡ

－

環境省

環境省

通産省

ＮＡＳＡ/ＪＰＬ

ＮＡＳＡ

ＣＮＥＳ

－

－

ＪＡＸＡ

ＪＡＸＡ

環境省

－

－

ＮＡＳＡ/ＪＰＬ

－

ＣＮＥＳ

ＣＮＥＳ


